







































































































































































































計)平成 5年度の 65.66%に対し、平成 11年度から 15年度までは 59.88%,

























育史料出版会, 2004 年 (B) による。
5平成 13～15 年度の国家 II 種 (図書館学) の採用者数は 60(42) 人, 62(37) 人, 83(54) 人
(カッコ内は女性で内数)、3年間の合計は 205人。1992～94年度の同採用者数の合計は 252
人 (B)。
6専任職員や司書有資格者がどれだけ大学図書館員の専門性の高さとして指標にできるの
か、実際には何とも言えない。本稿ではひとまず数値化できる枠組として参考にした。専門
職としての図書館員の問題については今後の課題としたい。
142
3 まとめ
大学図書館員の専門性向上のためには、これまで OJTが中心的機能を
果たしていたと考えられる。しかし今後は、学部・大学院等での専攻分野
と合わせて図書館・情報学に関する一定水準の知識が予め必要になるだろ
う。或いは図書館職員としての OJTに加え、社会人大学院や図書館学講
座等への個々の積極的な継続学習に対する要求は従来以上に高まるだろ
う。またこれまで図書館職員は文系出身者が多いと言われるが、自然科学
系の文献の電子化や図書館サービスのデジタル化が急速に進展しつつある
昨今、理系出身の図書館職員に対する需要も高まっていくのではないだろ
うか。図書館・情報学等の学術的技術的専門知識への志向性は、大学図書
館のサービス多様化を背景にして今後も高まっていくだろう。だが現状と
しては図書館予算の限界もあり、近年のアウトソーシング化の急速な展開
とも相俟って専門職の外部化が進みつつある。それでもなお大学図書館に
とっては一定数の専任職員の確保が必要となるだろうが、従来のようには
時間と経費が職員養成に充てられなくなっているのも事実である。経験者
採用・資格要件の高学歴化など、専門教育・経験の前提化や外部化が進ま
ざるを得ないのではないだろうか。しかし、職員の能力向上を個々人の条
件や努力にのみ任せるのではすでに不十分である。個々の職員の問題意識
や向上心に基づく自己修練は当然不可欠のものであるが、その上での専門
家集団としての問題意識や専門知識の共有化を積極的・組織的に進めてい
かねば優れたサービスを提供する大学図書館として生き残れないのと同時
に、大学教育・研究支援の十分な機能を果たしえなくなるだろう。さらに
は大学そのものの質の低下にも繋がりうる。学術雑誌の価格高騰や資料保
存の困難さから、大学図書館間のネットワーク化やコンソーシアム化によ
る分担収集や分担保存、ILLなども進んでいるが、今後さらに地域開放と
ともに公立図書館等の他館種との相互協力の必要性が高まるだろう。資料
やデータベースに関する協力だけでなく、人材交流も有効な手段である。
むろん国内に限らず海外の図書館との人的・物的交流や協力関係も深めて
いく必要があろう。
大学図書館が今後さらに利用者教育に力を入れ、学生・教員の情報リテ
ラシーを高めていくことが図書館に対するより高次な要求を引き出すこと
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になり、ひいては大学図書館の質的向上に繋がるだろう。こうしたことに
加えて、図書館の総合的な体力をつけるには図書館員自身が個々のレベル
でのみ能力向上を追求していくだけでは限界がある。層としての専門能力
の水準維持に対して、個々の職員が常に自覚的に問題意識を共有し、いか
に組織的に実践していけるか、これが今後の大学図書館員にとっては不可
欠な課題となるのではないだろうか。
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